
第 14 回 長野県褥瘡懇話会 開催のご案内 

 
会期：2017 年 11 月 19 日（日） 9 時～16 時  （受付 8:30～） 

会場：ホクト文化ホール 中ホール（長野市） 
    〒380-0928 長野市若里 1-1-3  TEL：026-226-0008 

参加費：2,000 円  但し、以下①、②のいずれかに該当する方は無料で参加できます。 
     ①御所属の病院・施設が「長野県褥瘡懇話会施設会員」である。 

（ホームページの施設会員一覧表をご参照下さい） 
     ②日本褥瘡学会もしくは日本褥瘡学会関東甲信越支部の正会員である。 

※参加希望の方は当日会場内にて受付をお願いします。（事前申し込みは不要です） 

 

＜特別講演＞ 

『褥瘡治療で今注目される Furuta Methods 

～外用剤の薬剤滞留と湿潤調節で治る』 
 

第 1 部 「褥瘡の予防と病態評価／外用剤の特性と留意点」 

第 2部 「外用剤を効かせる使い方と使い分け／褥瘡などの外用剤療法」 

 

医療法人愛生館小林記念病院 褥瘡ケアセンター長 古田 勝経 先生 

 

 

“Furuta methods”という言葉を耳にしたことはありますか？ 

あるいは“ブレンド軟膏”という言葉はどうでしょう？ 

褥瘡治療において湿潤環境が大切であることは既に知られていることだと思いますが、その湿潤環

境に「外用薬の基材特性」がとても関係しています。 

 この度、古田勝経先生をお招きしてご講演頂く機会を得ることができました。古田先生は豊富な

臨床経験をお持ちで、日本褥瘡学会の評議員も務め、褥瘡関連の書籍も多数出版されている、褥瘡

治療に関わる薬剤師の第一人者でいらっしゃいます。日頃、古田先生のご講演やセミナーはとて

も人気がありすぐに定員に達するため、これまで参加する機会を逃していたという声もお聞き

します。また仕事や家庭の都合で全国学会や地方会にはなかなか参加できないという方もいる

と思います。そのような中、今回このように長野県でご講演いただけることになり、特別講演

を 2本立てで設定したいと古田先生にご相談したところ、快くお引き受けいただきました。 

第１部は基礎的な内容として、Furuta methods による褥瘡治療、褥瘡が発症する機序や高齢

者の皮膚特性、外用薬の基剤特性など基礎知識を中心にご講演いただきます。 

第２部では“褥瘡を治す！“という視点で、外力の影響をとらえる病態評価、難治化させて

いる要因、ピットフォールに陥らないための外用薬の選択と使い方、臨床事例など実践的な内

容をご講演いただきます。更に時間的に余裕があれば難治とされているフットケアに関する事

例もご紹介いただける予定です。 

薬剤師だけでなく医師・看護師・リハビリスタッフなど褥瘡に関わる全ての職種に於いて役

立つお話を聴講できる絶好の機会と思われます。是非周りの医療スタッフをお誘いの上、ご参

加下さいますようお願い申し上げます。 

第 14回 長野県褥瘡懇話会 会長  櫻井 孝 （長野赤十字病院 薬剤部） 

 

 

（プログラムは裏面をご参照下さい） 



【プログラム】 

8:30～    受付 

9:00～9:05  開会の辞 

9:05～12:25  特別講演  （10:30～10:55 休憩） ※詳細は表面をご参照下さい 

 

12:25～13:35 昼食・世話人会 

13:40～14:00 総会 

 

14:00～14:45 一般演題Ⅰ 

1.ポジショニングを用いての褥瘡対策 
  市立大町総合病院  瘡対策委員会 羽田仁美 

2.新しい尿とりパッドによるギャッチアップで発生するずれ力低減の効果検証 
  ユニ・チャーム株式会社 戸田温樹 

3.在宅でリフトを導入して褥瘡が改善した症例 
  佐久総合病院 地域ケア科 訪問看護ステーション 伊藤裕子、中村孝子 

4.除圧と洗浄のケアの統一をはかり褥瘡が改善した一例 
  千曲中央病院 看護部／褥瘡対策・NST 委員会 小林由加、石澤史香 

 

14:45～15:00 休憩 

 

15:00～15:55 一般演題Ⅱ 

5.褥瘡のあるがん患者の看護 ～ADL に応じた褥瘡ケアの検討～ 
  社会医療法人財団 慈泉会 相澤病院 がん集学治療センター2S 病棟 横水絵里子 

6.創傷治癒に血糖コントロールの重要性を再認識した一例 
  社会医療法人栗山会飯田病院 川手優子、細田有子、中山怜子、松下昭子、片桐志保 

7.栄養サポートと排泄ケア対応で褥瘡改善に至った症例 
長野県民医連 上伊那生協病院看護部 山口奈美、山浦千鶴、浦野朝子、村田裕子 

8.精神神経用剤の副作用が発生要因と考えられた重度褥瘡の一例 
  飯田市立病院 形成外科 水藤元武、阿部直樹、常川主裕、平沢千尋、矢野志春 

9.褥瘡治療における薬剤師の取り組み 
  諏訪赤十字病院 褥瘡対策委員会 水谷妙子、野田知子、川村達哉、久島英雄 

 

15:55～16:00 閉会挨拶 

 

 

 

 

主催：長野県褥瘡懇話会 

共催：長野県医師会、長野県看護協会 

 

 
＜問い合わせ先＞ 

第 14 回 長野県褥瘡懇話会 会長  櫻井 孝 （長野赤十字病院 薬剤部） 

 TEL 026-226-4131 （内線：5784） 


